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八角形の組み合わせ皿  

 

 

 
 

①～③ 折り紙を準備し、色面を「表」にして折り目をつけ、裏返して図のように折る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④～⑥ 上の一枚だけを図のように二ヶ所を谷折りし、下部にしっかりと折り目をつける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦～⑩ 下辺を元にもどし、縦半分に折り、図のように斜めに２ヶ所別々に折る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は山折り 

は谷折り 

裏→ 

折るのは 
上一枚だ
け 

折るのは 
上の 

一枚だけ

表表表表    裏裏裏裏    

山折りする・・ということは 
裏側に折るということ。 
つまり、 
裏返して 
谷折りするのと同じ意味。

この線この線この線この線に 
合わす

ここの折り目を折り目を折り目を折り目を    
しっかりしっかりしっかりしっかりつける 

そのまま裏返す 

この線この線この線この線に 
合わす折るのは 

上の１枚だけ 

①①①①    ②②②②    ③③③③    

④④④④    ⑥⑥⑥⑥    ⑥⑥⑥⑥    

⑦⑦⑦⑦    ⑧⑧⑧⑧    ⑨⑨⑨⑨    
⑨⑨⑨⑨    

⑩⑩⑩⑩    

③③③③    ⑤⑤⑤⑤    

⑩完成図⑩完成図⑩完成図⑩完成図 

⑥⑥⑥⑥完成図完成図完成図完成図 

③完成図③完成図③完成図③完成図 

辺の長さ 
となる

谷折りの 
折り目 

のみでよい 

谷折りの 
折り目 

のみでよい 

広げて 
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⑪～⑫ 最後に山折りで目安の折り目だけ入れ、広げると立体的な完成品（1個の部品）ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬～⑰ 裏側の大三角のすきまに、次の部品を差し込んで組み立て完成させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふたの製作（皿よりサイズをやや大きめにする） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

辺の長さ 

この長さが
辺の長さ 

となる

ここを 
広げる 折り目をしっかりつける 

数字は皿と同じ番号 

中心より少し中心より少し中心より少し中心より少し    
左へずらす左へずらす左へずらす左へずらす

８枚全部が 
同じ位置に

なるよう

この線この線この線この線 この線この線この線この線

３個だと 
こんな感じ

⑪⑪⑪⑪    

⑬⑬⑬⑬    

⑭⑭⑭⑭    

⑩⑩⑩⑩    

①①①①    ②②②②    

③③③③    

④④④④    

⑥⑥⑥⑥    

⑧⑧⑧⑧    ⑨⑨⑨⑨    ⑨⑨⑨⑨    
⑩⑩⑩⑩    

⑦⑦⑦⑦    

⑤⑤⑤⑤    

①での折り目 

⑪⑪⑪⑪    

⑪完成図⑪完成図⑪完成図⑪完成図    

皿と同様に 

組み立てる

ここを折らずに組み立てる ここを折らずに組み立てる すべて出るすべて出るすべて出るすべて出るように組み立てる 

ここを広げる

⑪完成図⑪完成図⑪完成図⑪完成図 

⑯・⑰完成図⑯・⑰完成図⑯・⑰完成図⑯・⑰完成図 

出 っ 張 り
を 
うまく 
すきまに 

⑮⑮⑮⑮    

⑰⑰⑰⑰

辺の長さ 

大三角 

大
三
角

大三角 

大
三
角

大 
三 

角 

部品は８個必要 

大三角の方を左に 

出っ張り 

折り目 
のみ

折り目 
のみ

裏→ 

裏

下辺を逆に折る
仕上げもある⑫⑪⑪⑪⑪

⑫⑫⑫⑫    

⑫⑫⑫⑫    

出っ張りを 
すきまに 
うまく収め
のり付け 

皿の中心 

⑯⑯⑯⑯    


